
デジタル活用と
労使コミュニケーションについて

２０２１年３月１８日
株式会社Ｍｉｒｉｚ 代表取締役 渡辺 健一
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【メンバー構成】
役員２名
社員11名
派遣スタッフ1名

新店舗移転

事業沿革
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会社概要

―地域の中小企業の発展と人々の豊かな人生に貢献する―

・生命保険・損害保険

・ファイナンシャルプランニング

・マネーセミナー

・企業向け福利厚生制度設計・導入

・投資教育

・講師派遣 等
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組織図（分担表）
社長

渡辺健一

専務

渡辺和子

お客様サポート
（営業・オフィス・損害）

高橋美紀（主任） 冨士原一恵
中澤真樹
早川あかり（育休中）

コンサルタント
（マーケット開拓・個人法人増収）

岡部邦彦（仙台拠点長）清野勇（仙南拠点長）
船山和宏（営業部長） 谷末泰弘（IP)

岡部貴大 齋藤大雅（IP)

コンシェルジュ
（既契約の増収・複数種目率アップ・

提携先フォロー）

オフィス
（見積・照会応答・計上・支援）

河鰭淑子
高橋恵美
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クレド
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クレド
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従業員コミュニケーションの取組

▶月一定例会議

▶従業員満足度アンケート

▶働き方ガイドブック

▶福利厚生ガイドブック
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従業員満足度アンケート 結果



テレワーク導入までの経緯
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4月9日 テレワークセミナー受講

従業員コミュニケーションの取組
▶サイボウズを活用した情報共有（日報＆朝礼）

トップのメッセージ
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お客様の世代継承
組織対応力

ノウハウを教え合う 気付きの共有

▶コミュニケーションを取りながら
ひとりの経験・スキルを組織の力に～
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従業員コミュニケーションの取組

この度、当社の新しい取り組みとして『人事評価』を制度として導入することになりました。

導入の目的としては、社員の皆さんの頑張りを公平に評価したいということです。ただ成果
だけを見て評価するということではなく、しっかりとプロセスも見て、誰もが納得のいく
評価制度にしたいという思いから、あしたのチームさんにお願いし、当社の人事評価制度構築
のお手伝いをして頂くことにしました。

これまでは、「何を」、「どのくらい」頑張るのか、そしてそれがどのように評価されるのか
が曖昧な状態になっていました。これから更に高みを目指す企業として、企業改革を進め、
結果もしっかり出していきたいと思います。そのためには、社員の皆さん一人一人の成長は
欠かせません。この評価制度は、正に人が育ち、一人一人の未来図を描ける評価制度として
構築していきます。

経営理念を実現するためのビジョンと３つのバリューを明文化しました。その中にもあるよう
に、新しいことに挑戦し、仕事を通して人間として成長し、地域社会に必要とされる会社を
目指しましょう！

育成型人事制度（半年に一度個人面談）
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デジタル活用の取組と変化

▶コミュニケーションの変革

大河原本社と仙台本店を

あたかも一つの拠点として

機能させる

・Ｚｏｏｍで常時接続、いつでも会話

・ミーティング、勉強会もＺｏｏｍ

・毎日の朝礼は全員が必ず参加

・必要なファイルは全てクラウドで共有

・サイボウズを活用した日報
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テレワークの実施状況
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▶営業スタイルの変革

（コロナ前には戻らない）

・FAXは使わない

・携帯電話の内線化

・クラウド管理

・2021年1月テレワーク規定導入

⇒「日本中、世界中！？どこでも仕事ができる」環境へ

デジタル活用の取組と変化
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デジタル活用の取組と変化

▶営業スタイルの変革

（コロナ前には戻らない）

移動時間↓、車両代↓、人件費↓

・スポットオンライン同行で育成・指導・引継ぎ

・Ｚｏｏｍで保険相談

・待ち時間でもロープレ、研修可能
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▶お客様サービスの変革

以前サービスだった事がサービスではなくなる。

自分でやれる（やった方が早い）ものは自分で

やってもらう。

→本当に人が介在すべきことに専門性を持った

人が関わる

・モバイルエージェント

・マイページ

・ドライブエージェント

デジタル活用の取組と変化
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オンライン社内検定

デジタル活用の取組と変化
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ご視聴いただきありがとうございました
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